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學部並に學曾報告
　⑨創立四十五隼記念祭に於ける尋尾、遊佐繭教授の講演
　去ろ十月二十日より三日問に亘り、本校創立四十五年を記念とし新築の大隈総長
瓢念講堂に於いて、本校教授十敷名の講演會が開催ぜられテこが、我法學部に於ても
寺尾、遊佐爾数授が出演せれ☆。爾敢授の講演せられテこところを摘鑓すれば次の如
くであろ。
　寺尾数授は「休業銀行問題の法律観」なろ演題を掲げられ、先づ銀行休業の法律上
の意義として、法入絡の存否より俵務完濟不能及び支携停止等と比較して種々論ぜ
られ、結局、銀行の休業とは銀行の業務が任意に停止せらろ㌧状態なりとせられた
更に休業銀行と銀行關係者との法律關係に就いては、取締役並に監査役の我が銀行
法上に於けろ責任に就いて論じ、猫ほ立法論として蜀逸商法に於けろ取締役の選任
制度を基げられテこ、叉銀行儀務者及び債櫨者（預金者）との關係に就いては、預金相
殺の得失並びに預金切捨の数力を述べ、特1に興味あろ問題としては、今日新聞紙上
多々見受くろ所謂預金責買に於いて、譲渡禁止約款の有無が其譲渡行：爲に及ぽヂ敷
力を論ぜられ、要すろに、其約款が預金行爲の當時に於いて、法律要素なりしや否
やによつて決すべしとせられテこo更に銀行と株主との關係に就いても詳論せられ、
最後に伝業銀行の結末は果して如何とし、破産・和議・資本の減少、銀行合併・非常
立法・箒別融通の項目を塞げ、各々の特質を種々比較し、特に破産と和議に就いて
は、統計を以て其配當牽を示して論ぜられ、法律上より観察すれば、第一に未沸込
株金の携込。資本の減少を試み次に銀行合併・和議・破産の順位で次第に上策より下
策に堕すろこと、爾ほ別に特別融通、非常立法の手段あろことを述べ、何れの方法
に擦ろにもせよ、重役及び株主テころ者は素裸になつて整理に當ろ豊悟：を以て之に臨
むに非ざれば、法律の蓮用も盆々i揺劣になると蓮べて本講演を結ばれテこ。
遊佐敢授は記念祭に因んで「古代法と近代法」なろ演題を掘げられ、法律は四五千
年営來の歴史を有し、人の冠會生活の管まろ㌧所必らナ法律あり、法律は冠會生活
の反映であり、肚會生活はi法律を通して其本艦を知り得ろもので、あだザも法律と
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瀧會とは車の爾輪の如くであろと述べられ、叉人問の慾望を基本として観察すれば
物質慾・性慾・精淋慾等が規範化されテこものがそれぞれ財産制度婚姻制度等になつて
表はれテこものであろと説ザれテこ。次に各論として先づ人の法律上の地位に就いて歴
吏的観察を下し、古代に於いてば、法律上人格を肩ぜざろ奴隷の如き者があ℃、殊
に四千年前バビロニヤに於いては娯隷の公示制度が荏したろことを塞げられ、叉外
國人の地位に關してば携外主義より相互主義へ更に李等主義に攣遷しテころことを述
べられテこ。財産制度に就いては共有財産制と私有財産制とが法律歴史敷千年に如何
に表ばれ7ころ℃遊説ザれ、私肩財産制度の欝質7ころ契約自由の原則が践にバビ胃ニ
ヤ法典に其跡を存すろことを墨示されアこ。叉相績制度に就いては私有財産制度と栢
綾制度とが必然的關係を有ヂろと論ぜられ、猶ほ逡言制度並びに法定相綾制度の起
源を示し、更に婚姻制度の憂蓬として、掠奪結婚・責買結婚・合意結婚の歴史を訊ザ
れテこ、猫ほ此池、古代に於けろ刑罰割度・i裁剣制度並びに法律と宗教との歴吏的闘
係に就き、幾多興味深き問題を塞げて現今の制度と比較論評せられたのであろ。
以上は爾歌授講演の大膿を塞示しテころに過ぎない、其速記録は他目早稽田大學出
版部の講義錘に揚載ぜらろ＼とのことであろ、因つて詳論は其れについて知られん
ことを乞ふ。　　　　　　　法學部助手江家義男
◎辮護士法改正綱領に關する司法省の諮問と庵大學の答串
先頃司法省の手に依つて辮護士法改正綱領が編成されテこが、これに就いて今度我
早稻田大畢に醤し、右改正綱領に就き意見を答申すべき旨の通達があつ穴。因つて
本大學に於ては直ちに絞友諸馬に通知して、其意見の申出を求むろと共に、我法學
部諸敢授に俊つて審議會を開き充分審査討究し☆のであろ、此審議會に於いて校：友
諸氏の申出並に諸敏授の意見等に俵つて毘來7このが次の答申であろ。猶ほr参照の太
め關係改正條丈を掲げアこ。
審議會に出席さられ7こ諸教授は次の如くであろ。
第一同（十一月十口午後五時ニリ於大隈會館）寺尾、遊佐、中村（萬）、中村（宗）、
外岡、高井、大濱の諸敢授。
第二同（十一月十七日）寺尾、中村（宗）ヤ外岡、高井、大濱の諸敢授。
猶ほ校友として書面を以て意見を蓮べられテこのぽ、飯塚孕衛、渡邊代五鄭の雨氏で
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あろ。
答
法學部助手江　家義　男
申
第四條　本條「ノ指定シタル辮護士ノ指導ヲ受ケ」ヲ左ノ如ク改ム
「會則ノ定ムルトコ・二從ヒ」
（理由）指導者チ指定ス7レヤ叉ハ別二指導機關チ特設スルヤハ辮護士會ノ自沿二
　委ネ第三十七條第五號二依り辮護士會會則二定メシムかチ適當トス
第五條本條第一項第五號トシテ左ノ規則ヲ加フ
「第三條第一項第二號ノ試験ノ必須科目二属スル學科ヲ修メ衡テ法學博
士ノ學位ヲ授ケラレタル者」
第六條　本條ハ之ヲ創除ス
（理由）本條規定ノ法學博土ハ第五條二加フツテ適當トス
第九條　本條第一項第四號中二左ノ者ヲ追加ス、ルコト
「計理士法ニョリ業務ヲ禁止セラレタル者J
第十二條　本條第二項二左ノ趣旨ノ但書ヲ加フルコト
「民法第十七條列記ノ揚合ハ夫ノ許可ヲ要セス」
第三十條　第三十一條、右爾條ハ其規定スル所重複、不徹底・且ッ混雑ノ
鎌ヒアルヲ以テ然ル可ク訂正スルコト
第三十五條　本條「實務修習」ノi次二左ノ字句ヲ挿入ス
「及考試」
（理由）第三十七條第五號二「實務修習及考試」｝アリ、且ツ此雨者ハ不可分ノ關
　係ニアか力敬ナV
第三十七條　本條第一項第七號「ノ申告」ヲ削除ス
（理由）第五章第四十五條第五十條二於テ意見ヲ・開陳スルガ如ク、懲戒二關γテ
　ハ軍二懲戒申告ノ程度二止メス宏ク鼎護士會ノ自治チ認ムかチ至當ト信ス霞／ヵ
　故ナη
第四十五條　本條第二項「懲戒ヲ求ムル爲メ」以下ヲ左ノ如ク改ム
「懲戒開始ノ申立ヲ爲スコトヲ得」
（理由）i辮護士會ニハ可及的其自治椹チ認ムルチ適當トスかチ以テナリ
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第五十條　本條「判事懲戒法」以下ヲ左ノ如ク改ム
r辮護士懲戒法ノ規定二從フ」
（理由）　懲戒二關ス7レ法規ハ辮護士會自治ノ原則ノ下二別二之チ設クルチ適當ト
　ス
第五十二條本條第一項第二號「周旋ヲ業トスル者ヨリ」ノ衣二左ノ字句
　ヲ加フ
「情ヲ知リテJ
（理由）本號ハ刑法総則ノ適用ア彪コト元ヨリナリト難モ特二其犯意二就キ疑義
　ナカラシムチ要：ス
第三章本章二次ソ趣旨ヲ有スル規定ヲ設クルコト
ー、 辮護士力其ノ品位ヲ害スルカ如キ廣告ヲ爲スコトヲ禁止スルコト
ニ、辮護士有償ノ原則ヲ確立シ、且ツ其ノ最高額ヲ定ムノレコト
第四章　本章ハ其條文ノ順序排列適嘗ナラサルガ故二特二整理スルコト、
例之、第二十八條ト第三十四條、第三十五條ト第四十四條ハ之ヲ拉列
　スルヲ可トス
i辮護士法改正綱領
司法省ヨリ本大學・・同遙セラレジ、辮護士法改正綱領次ノ如ジ。
　　　第一章　辮護士ノ職務及資格
第一條　辮護士ハ官聴ノ選任叉ハ當事者ノ委任二因り訴訟二關スか行爲及一・般ノ法
律事務テ行フコトチ職トス
第二條　辮護士二非サ財者ハ他人間ノ訴訟事件、非訟事件其ノ他ノ紛議二關γ顧問
鑑定、代理、仲裁、和解其ノ他禦護士ノ職務二屡スァン事項テ行フコ｝チ業トスか
コトチ得ス、但シ鍵護士タかコトチ得か資格チ有ス7レ者力公盆ノ爲報酬チ得スジ
テ之チ行フ場合ハ此ノ限二在ラス
第三1廉　辮護士タル’二♪、左ノ條4牛チ具フプレコ『トチ要ス
ー　日本臣民ニシテ民法上ノ能カチ有スか者ナかコト、但ツ妻ナルモ妨ナシ
ニ　成規2試験二合格ジタ欺コト
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三鍵護士試補トシテ修習チ了＾考試チ経タかコト
繭項第二號ノ試瞼二關スル事項ハ勅令チ以デ之チ定ム
第四條鼎護士試補ハ辮護士會ノ指定シタル辮護士ノ指導チ受ケー年六箇月以上賛
務チ修習スルコトチ要ス
第五條左属揚クか者ハ第三條第一項第二號及第三號ノ條件チ具フシコトチ要セス
ー鋼事、検事タか資格チ有スシ者
二帝國大學法學部敏授叉ハ之二準ス＾キ官公私立大學敢員二γテ三年以上第三
　條第一項第二號ノ試験ノ必須科目二屡スか學科ヲ澹任シタル者
三　三年以上專任行政i裁鋼所長官叉ハ評定官タリシ者
四　三年以上陸海軍法務官タリシ者
第六條　第三條第一項第二號ノ試験ノ必須科目二薦ス1レ學科チ修ヌ傍テ法學博士ノ
學位チ授クラレタか者力辮護士タルニハ同號ノ條件テ具フかコトチ要セス同項第
三號ノ條件ハ辮護士考試委員ノ詮衡二依り之チ菟除スツコトチ得
第セ條辮護士試補ハ詣導辮護士又ハ其委囑スル辮護士｝共二出廷ジ助手トシテ訴
訟行：爲テ爲スコトチ得
第八條　外國ノ辮護士司法大臣ノ許可チ得タァレトキハ外國入ノ爲二叉ハ外國法二關
シ第一條二規定γタヌン事項チ行フコトチ得
第九條左二掲めレ者ハ辮護士タルコ｝チ得ス
ー　懲役以上ノ刑叉ハ奮刑法重禁鋼以上ノ刑二虜セラレタ7レ者但ヅ藍刑法ノ定役
　ナキ自由刑二虚セラレタシ者2＼此ノ限二非ラス
ニ　禁鋼ノ刑二虚セラレ其ノ執行チ絡か二至り叉ハ執行チ受〃ルコトナキニ至か
　迄ノ者
三　破産者ニシテ復構チ得サァレ者
圏　懲戒ノ虜分二因り冤官若ハ冤職セラレタ7レ者叉ハ鼎護士法公讃入法若ハ辮理
　士法二依り除名セラレタ〃者ニジテ免官、免職叉ハ除名後二年チ経過セサノレ者
併合罪二付虜噺セラレタ7レ者其ノ併合罪中懲役二虚ス＾キ罪アリタかトキハ其罪
最モ重キモノニ非スト錐前項ノ適用二付テハ懲役二虚セラレタ7レモノト看倣ス
　　　第二章　辮護士名簿
第十條辮護士タ1レ昌ハ辮護士名簿二登録セラ7レかコ｝チ要ス
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第十一條辮護士名簿ハ之チ司法省二備フ
第十二條辮護士ハ其入會スル辮護士會チ経由シテ司法大臣二登録ノ請求チ爲ス〈・
　シ妻力前項ノ講求チ爲スニハ夫ノ許可チ受クノレコトチ要ス
第十三條本法二定ム7レ資格チ具備シ辮護士會ノ進達シタか者二封シテハ司法大臣
　ハ登錐チ拒絶ス1レコトチ得ス
第十四條　鍵護士其ノ登録チ取清サントスルトキハ所屡i辮護士會チ経由シテ司法大
　臣二其旨チ請求スヘジ
第十五條　登録ノ韻絶叉ハ取濾二關シ不服アシ者ハ行政裁判駈二出訴スかコトテ得
第十六條　登録二關スル規定ハ司法大臣之チ定ム
　　　　　第置章辮護士ノ機利義務
第†セ條　辮護士ハ所屡辮護士會ノ地域内二事務所チ設ケ之チ其ノ辮護士會二属出
　ツかコトテ要ス
第十八條　辮護士ハ如何ナか名義チ以テスかモニ箇以上ノ事務所チ設ク財コトチ得
　ス
第十九條　辮護士ハ誠實二其ノ職務チ行ヒ職務ノ内外チ問ハス其ノ品位チ保持ス期
　義務チ員フ
第二十條　辮護士叉ハ辮護士タリシ者ハ其ノ職務上知得タノレ秘密チ保持スか穫利チ
　有シ義務チ員フ
第二十一際　辮護士ハ正當ノ理由アァレニ非サレハ法令二俵り司法大臣叉ハ裁剴勝若
　ハ所屡辮護士會ノ命シタ7レ職務チ行フコトチ欝スノレコトチ得ス
第二十二條　辮護士ハ左二揚ク1ン事件二付其ノ職務チ行フコトチ得ス
　ー職務上事件ノ内容二付相手方ノ協議チ受ケタ膨事件但シ所屡辮護士會ノ許可
　　チ受ヶタかモノハ此ノ限二在ラス
　ニ　公務員在職中取扱ヒタ砂事件
　三　仲裁手繧二依財中裁人下シテ取扱ヒタシ事件
第二十三條辮護士ハ係箏椹利チ譲受〃かコトチ得ス
第二十四條辮護士ハ事件ノ委任チ承諾セサ戎・トキハ速二其ノ旨チ委任者二通告ス
　ルコトチ要ス若通告チ怠リタかトキハ之力：爲二生シタシ損害チ賠償スか責二任ス
第二十五條辮護士ハ所驕羅士會ノ許可チ受クか二非サレハ螢業麹爲スコトチ得
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　　　　　第函章辮護士會
笛二十穴條　i辮護士ハ地方裁鋼所ノ管轄匿域毎二辮護ま會チ設立スかコトチ要ス
　辮護士ノ数寡少ニヲテ辮護士會チ設立スシニ漉セサ〃トキハ司法大臣ノ認可チ受
　〃隣接シタか地域ノ鍵護士ト合同シテ辮護士會チ設立シ叉ハ隣接シタル辮護士會
　は入會スシコトテ得
　一ノ辮護士會二屡スか辮護士三百名以上ニシテ内百名婁上ノ同意ア〃トキハ司法
　大臣ノ認可チ受ケ別二羅士會チ設立ス序・コトチ得
　辮護士會ハ正當ノ事由アかトキハ司法大臣ノ認可チ受ケ他ノ辮護士會ト合同スか
　コトチ得
　辮護士會ハ共同シテ特定ノ事項チ行フ：爲規約チ作り司法大臣ノ認可チ受ケ聯合會
　チ設立スかコトテ得
第ニヤ七條辮護士會ハ司法大臣ノ監督チ受グ
第二十八條　辮護士會ハ之チ法人トス
第二†鬼條　辮護士登鑓チ受ケタル｝キハ當然其ノ登簸請求ノ進達チ鱈シタル辮護
　士會ノ會員トス
第罠十條　辮護士會ハ會ノ秩序叉ハ信用チ害スル虞ア7レ者ノ入會チ拒絶スかコトチ
　得
第罠十一條　辮護士會ハ前條ノ理由ア1レ者ノ登録請求ノ進達チ損絶スァレコトチ得
　登録請求ノ進淫チ拒絶セラレタか者之二不服アル｝キハ司法大臣二訴願スかコト
　チ得
第三十二條　辮護士ニシテ辮護士會チi退會う／ヌ，ハi退會セシメラレタル者ハ當然登録i
　ノ敷果チ失フ
第黒十罵燦i辮護士韓會セントスかトキハ新二入會ス八キ辮護士會チ経由γテ司法
　大臣二辮護士名簿ノ登録攣更チ請求ス＾シ
　前項ノ登録アリタルトキハ菖所屡i辮護士會ノ會員タか資格チ失フ
　第十三條第十五條及第二十九條乃至第三十一隆ノ規定ハ登録ノ憂更二之チ準用ス
　辮護士第一項ノ登録チ受ケタルトキハ直二奮所屡辮護士會二之チ届出ツ！、シ
第菖十四條辮護士會チ代表スか者ハー人タかコトチ要ス
8 學部蛇に學會報音
第三十五條　辮護±試補ノ賛務修習ハ鼎護士會之チ撰當ス
第三十穴條　辮護士會ハ其ノ會則チ定メ司法大臣ノ認可チ受グウコトチ要ス
第三†七條　辮護士會會則ニハ左ノ規定チ設クルコトチ要ス
　ー辮護士會代表者其ノ飽ノ機關ノ組織及其ノ職務灌限二關スル規定
　二辮護士ノ報酬二關シ標準チ示ス＾キ規定
　菖辮護士力委任チ受ケタか事件二關ス疵梗概及牧支チ記載スヘキ帳簿二關ス7レ
　規定
　国辮護士ノ風紀二關スル規定
　五繋護士試補ノ實務修習及考試二關スか規定
　穴　無資力者ノ爲二施設ス＾キ法律相談及訴訟扶助二關スか規定
　七　懲戒ノ申告二關スァレ規定
第三†八條辮護士會ハ毎年定時総會テ開ク叉臨時総會チ開グコトテ符
第罵†九條　辮護士愈ハ総會ノ日時、場所並議題及役員選撃ノ日時、場所テ豫メ司
　法大臣二申皆スヘγ
第囲十條　司法大臣ハ辮護士會ノ縮會二臨席シ叉ハ官吏チシテ臨席セγム療コトチ
　得
第睡†一條　辮護士會ハ総會ノ決議及役員ノ任菟チ司法大臣二申告ス＾シ
第酬トニ條左ノ事項ハ総會ノ決議チ経ルコトチ要ス
ー　辮護士會々則ノ改正
　二豫算、決算
置官臨ヨリ諮問シタか事：頃叉ハ官騰二建議スか事項
第四雫菖條　鼎護士會ノ倉議ニシテ法律命令若ハ辮護士會會則二違・ヒ叉ハ公盆チ害
スルトキハ司法大臣ハ其ノ決議チ取溝γヌハ其ノ議事チ停止ス・レコトチ得
第圏十四條　辮護士會ハ辮護士トi委任者トノ間二紛議チ生ヲタルトキハ當事者ノ講
求二因り其ノ調停チ爲スコトチ得
　　　　第露章懲　戒
第四ヤ五條　辮護士ニシテ此ノ法律叉ハ辮護士會會則二違背シタル所爲アかトキハ
朝法大臣ノ命二依り叉ハ其ノ認可チ経テ控訴院検事長ハ懲戒開始ノ申立チ：爲ス
鼎護士會ハ會則ノ定ムル勝二依り懲戒チ求ムル爲司法大臣叉ハ控訴院強事長二申
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告・スかコトテ得
第四十六條　辮護士二i封スル懲戒事件二付テハ誉轄控訴院二於テ懲戒裁判チ開〃ん
シ
第四十セ條　懲戒罰ハ左ノ四種トス
　弐虫三駐細再邑貝，
二千圓以下ノ過料
罵一年以下ノ停職
囲除名
第四†八條　懲戒ノ訴追アリタシトキハ其ノ裁判確定ス〃二至シ迄其ノ鼎護士ハ鼎…響
護士會テ退會シ他ノ鼎護士會二輔會軌叉ハ辮護士名簿ノ登錐ノ取浩チ請求スウコ
　トチ得ス
前項ノ場合二於デハ辮護士會ハ其ノ鼎1護士チ退愈’セシムルコトチぞ暮ス
第鶴†兎條　懲戒ノ事由完成ノ時ヨリニ年チ経過γタウトキハ懲戒開始ノ申立チ爲
スコトチ得ス
第五十條　懲戒虞分二付テハ興事懲戒法ノ規定：チ準用ス
　　　第霞竃罰　期
第五ヤー條禦護士二非サか者力第二條ノ規定二違貨シタヌレトキハー年以下ノ懲役
若ハ禁鋼叉ハ千圓以下ノ罰金二麗ス
第蕊†二條左ノ各號二編〃ツ行爲チ爲ジタ〃者ハー年以下ノ懲役著ハ禁鋼叉ハ千層
圓以下ノ罰金二麗ス
ー第二條二規定スか事項ノ周旋チ業トシタか｝キ
ニ繋護士力前號二掲グ7レ行爲チ業｝スンレ者ヨリ周旋ヲ』受ケタかトキ
罵他人ノ櫨利テ譲受ケテ訴訟其ノ勉法律事務チ行フコトチ業トシタシトキ
タト國ノ鍵護士力第入條ノ規定二i違背シタかトキ亦前項二同シ
　　　附　　則
第五＋三條本法施行ノ際現二蕪護士タァレ者ハ之チ本法二伽レ辮護士ト看徹ス
第五†輕條　本法施行ノ際從前ノ規定二俵り辮護士タルコトテ得ル資格テ有スル者
ハ本法施行後巌錘の其ノ資格チ有ス
第五十五條　本法施行ノ際辮護士會二加入シ居ラサル辮護士ハ其ノ施行ノ日ヨリ三
■0 學部並に學會報告
刀内二從前ノ規定二俵り鼎護士會二加入スか二非サレハ其ノ登録…ノ敷カチ失フ
：第五†六條　本法施行ノ際現二存ス1レ辮護土會ハ本法：施行ノ日ヨリ六月内二本法ノ
i規定二俵り會則チ定メ司法大臣ノ認可チ請求ス＾ジ
前項ノ認可ア爽・i迄ハ傍奮法ノ規定チ漉用ス
⑥大濱数授の鋸朝
本大學より商法並に英法研究の爲め歓来に留學を命ぜられ、大正十四年五月渡英
せられテこ大濱信泉歌授は、莇度留學の期満ち、去ろ九月廿四日シベリア経由にて露
朝せられテこ。目下學年の中途であろが、取あえす手形法並に英法（法制史）講座を捨
任せらろ、こと＼なり、既に夫々の引纒ぎを了し・開講せられプこ。
⑧法學會大會
　昭和二年六月十入日第六同法學會大會を大隈會舘で開いテこ。當口午後一時早大マ
ンドうンクラプの校歌合奏に俵つて大會の幕を開き學生委員の開會の欝についで、
寺尾法學部々長は立つて、早稽田法學會が大正十一年秋創立せられて以蹴の鯉過並
に現在に於けろ雑誌委員、管理委員の分搬等に就き詳述せられ。我が法添斗ば現在學
生．大學部563名、專門部735名。夜間專門撃狡192名、計1・490名を有し、内新
入生は578名に及ぴ、校友ば大學部1・014名、専門部3・063名、夜間專門學校32名
計4、004名を敷へ、敏員は大學部32名、専門部30名、夜問專門學校も略同敷で、約
孕敷は專任敷授で、他ば實際に通ぜられろ司法官を煩はし、雨々相並んで學習の目
的を達すろこと』し、外に留學生3名、助手数名あつて、敷に於ても我が法科の次
第に充實し來ろことを蓮べられ、この一年問に法科に起つテこ主要な出來事として、
去ろ一月・法科の先輩にして學校の爲にi蓋庫されし昆田文次鄭氏を喪つテこ事、松李
伯その他敷馬によつて法科後援會なろものが出現すろに至つ☆事、睡年國家試験合
格者は行政科20名、司法科23名合計43名に蓬し、東京、京都の爾帝大を除いて官私
學の首位に位すろに至っ7こ事、新に研究部が設けられて從蹴の敷多の研究會が統一
されろ様になつた事を報告され、最後に我が法科の本領とすろ塵ば空騒ぎをすろに
葬す、じみな研學を以て進むにあり、協力して法科の獲展を計らんとて學生の奮起
を促されプこ。ついで中村萬吉敢授8り詳細に渉ろ會計報告あり、中村宗雄敢授工り
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早旙田法學襲行の経過、及び次巻内容等につき精細な報告があつ7こ。
次に楽賓として田中常務理事は立つて次の捺な演設をされ7こ。「英國Barr液erの
修養は徳育と常識の濫養とに重きを置く。大學を卒へてMiδd亙e　Temple等の各法學
院に入ろや、三年のコース中度々Templeのホーンレのディナーに出席すろの義務が
あろ。教育は輩に敢室のみではない、年一同相會すろ本大會の意義も亦こ㌧にあろ。
法科は明治十五年早稽田創立嘗初＆りの最古の科であろ。己に四十五星霜を緯てゐ
ろが其の登漣1は最近の事に属すろ。敢授も漸く充寳し學生も向上して來テこ。雑誌早
i稻田法學は我が大學での專門薙誌の嗜1矢であつ☆。初めその成否をさへ氣遣つ☆程
であつテこが、今日の状態に至つテこ事ぱ説幅に堪へない。法曹界は實力の競孚が比較
的容昆に行はれろ虚であろ。今後朝野法曹界に活躍し充分そのカを伸ぱされん事を
切望すろ。」と。次に先輩前代議士野間五i琶氏は、P自分が明治二十二年率業し☆頃ば、
憲法を如何に運用すろザ國會を如何に蓮用すろザが我々法學徒に課せられた大問題
であつ7こ。今や國際聯盟の成立と共に、一全権委員がゼネヴアで定めプこ事が、それが
通常ならば議會の協賛を経べき立法事項に屡してゐても、何等議會の協賛を纏ずし
て當然我々國民にその義務を員はせろに至つ7こ。この問の關係と其の勉Int蕊一
灘ation飢の諸問題が、今目祉會に出んとすろ諸君等によつて解決されねぱならぬ重
大問題であろ」と述べられ7こ。横田大審院長ぱ公務頗ろ多端の中を來臨され、別項
の如き有盆なお話しがあつプこ。氏の如き學識人格共に高き人の口8りこの言を聞い
て、眞理が初めて眞理と，して生きろのを豊え、一同深く感概に満☆され☆。
　學生委員の新入生歎迎の欝及び同答欝があつて、學生の五分問演設に移つ7こ。或
は減律の使命を論じ、或は現行法の敏隅を難じ、或ば吾々i法撃徒の理想を説き、法
は人によって算き所以を述べ、現行立法の不公等を攻撃すろ等、學生らしい純眞さ
を以て熱辮を振び、叉先輩として柳川氏の感想談、飯塚辮護士の濁逸留學當時の感
想談、三丈宰辮護士の法科1懸援團長テこりし當時｝の澄懐談等があつた。
　以上畢つて庭園各所に設け7こ模凝店が開ザれろと同要寺に暫時休憩の後醗興に入り
委員諸君苦心の『プログラム」漸次展開せられ7こ。豫定の凡べてを畢り學生委員の閉
會の欝についで、校歌の合唱と萬歳を三唱して、散會しテこのは六時牟、夕の霧ば臨
に深く庭園に立てこめてゐ7こ。
　撰田大審院長演読要旨
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　先づ私と早稻田並に學生との關係を蓮べて、次に私の感想を二三述べて見度いと
思ふ。
　私と早稻田との關係　　私は裁釧事務をとろと共に、都下各私學で敢鞭を執つて
ゐプこのであろが、敏鞭をとろに至つ7こ最初の學校は早稻田であつテこ。それは明治二
十九年の事であつて、當時早給田の法科は未だ微好ころもので、學生の数も総計三
四十名に過ぎなザつプこ。今に至って當蒔を同顧して韓今昔の感に堪へないと同時に
今日の隆盛に封して衷心より親稿に堪へない。明治三十年北海道に輻じ7こ爲、暫く
早鴉田を離れてゐアこが、再ぴ東京に露ろと共に復早稻田の教壇に立つ様になり、大
正十二年現在の地位になろまでその職にあっアこ。その間學校より優遇されテこ事も亦
感謝に堪へない麗であろ。私が司法官として現在の地位に進み得7このば、私學に於
て敏鞭を執り研究を績けて行く事が出來☆事が、與つてカなザつたとは云へない。
然も私學で数鞭を執ろに至っ☆最初が早鵬田であつ7こに於ては、早綬田と私との關
係の一層密接なろを畳えろ。現地位になつてザらは多忙の：爲諸君に見えろ機會がな、
サつ☆が、今久し振唄＝こ＼に來つて諸震に見え、恰も暫く振りで…郷里へ蹄りて自
分の孫にでも會つすこ様ね懐しさと悦びを感少ろ。
　i瓢と學盤との關係　　私も詔君と同檬に學生として、小學ザら大學に學んだ。私．
の六人の子供も亦同様の塗を池り、叉現に池りつつある。私は久しく私學で敏鞭を
執つてゐすこ。現在も亦明大の學長をしてゐろ。私と學生との關係は切つても切れな
い關係にあろ。私は學生ならば紹介も何もいらない、時問の許す限ヤ〕誰にでも會ふ。
本年愈々満六十玉歳になり停年を以て裁鋼官をやめろ事になろが、再び學界に臨つ
て研究して行き度いと思つて居ろ。
　最高學府の學生とし6ζの品位達保竃　　凡そ大學生字ころ者ぱ、最高學府の學生テこ
ろに恥ぢざろの品位を保7こればならぬ。之を私は特に早稻田大學の學生諸君に向つ
てお願ひすろ。私は現在明治大學の撃長であろ、自分の學校を＆く云ひ度いのは誰
でも同じ事であろが、私は一面裁判官であろ、衡李でなければならぬ、早聡田大學
は日本に於て有名なろのみ『ならす、世界に於ても有名な學稜であろザらであろ。諸
君は宜敷く大學生の模範を以て自ら任すべし。自ら侮つて然ろ後人之を侮ろ。自重二
自敬、以て其の品位を保てよ。諸君はこの道理はよく知つてゐろであらうザ、今こ
＼に改めて諸君の注意を喚起すろのであろo
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　學業にbそしめ　　學校ば冠會への準備をする麗であろ。小學で習つテこ事さへ今
に至つて盆すろ事が多い。況んや大學で習つ☆事に於てをや。叉教師としては學生
が優秀な成績をあげろ位愉快な事ばない。近時師弟の情誼は漸く薄らぎ、道義關係
は契約關係に攣じ、全く責買と異ろ虜なきに至らんとすろ。之逡憾な事であろ。と
云へば甚だ古臭い様に聞えろが、私は狂瀾を既倒に同し度いのであろ。學生時代ば
最もよく勉強の出來ろ時であろ。卒業してザらは容易に出來ろものでばない。私も
私學で激鞭を執っテこザらこそ研究が出來7このであろ。昔ば肩書で通つテこが今は實力
の時代であろ。學業にいそしめよ、蓮動その他をすろともゆめ本末を顛倒してばな
ら’ないQ
　強理と實際との調和　　論理を貫くと實際にあわす、實際を貫くと論理にあわぬ
事が間々あろ。如何にして法理と實際との調和を計ろザ、之は私が裁判官として久
しく考へ來つナこ虜であろが、同時に数師とし、ても考ふべき大問題であろ。學校は理
論に傾き、理論に忠なろの餓り、其の理論を推し進めてトテツもない檬『な結論が生
じ様とも、それは論理上致し方なしとすろ者があろ。學校での學問は國の内外を問
はす総て抽象的魏念を以て満されてゐろ。問に封すろ答も亦抽象的な言葉を以てせ
られろ。然しこの抽象的な法律原則が實際に於て如何に働くザを見なければならぬ。
＝の原則が生きテこ冠會に如何にあてはまろザを研究せねぱならぬ。こ＼に於て法理
と實際との調和の必要を生すろのであろ。この黙についても大いに留意せられん事
を望む。
　終りに臨み、早稻田法學會の年と共に隆盛なろを親し、更に將來の聾展を所ろ。
　　　　　　　　　　　　　　　　法學部助手千種達夫
◎珊嘉訴訟演習の経過
去ろ十一月十九日午後一時ぶり例年の如く刑事訴訟演習を催しテこ。年々其聲債を
高めつ＼あろこととて、早i稻田地方裁判所たろ大隈記念講堂は、定刻前より浦員の
盛況、殊に今秋は明年よ耽施行せらろ㌧陪審公列手績に俵ろこと＼て司法省並びに
關係者方面の注目を引き、多敷來賓の臨席を得アこ先づ寺尾法學部長より、學生諸君
のみに俵つて陪審公判の訴訟演習を爲ダことは、本校が嘱矢であろが故に、充分の
努力を需むろ旨の挨拶あり、やがて早稻田地方裁到所が開廷されテこ。
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先づ裁鋼長は型の如く祓告人の氏名、住所、本籍等を訊問し（刑訴一三三條）、更
に被告事件テころ放火に就いては法完陪審（陪審二條）詐欺に就いては被告人の請求に
より（陪審三條）、住居浸入に就いては放火の索蓮犯として陪審に附すろ旨を告げ、
陪審員に勤し、其職責の重大なろこと、公李誠實に其職務を行ふべき旨を論皆し、
陪審員一同之れが宣誓を：爲す。次いで槍事の被告事件要旨の陳述あり。（刑訴三四五
條）、其大要は、被告人は昭和二年一月廿三甘午後九時頃麻布匿新廣町の飲食店藤の
家事早川方に至り、同人の拒絶せろに掬はらす、同家の二階に登穰し歓食を注文し
て代金二圓の酒肴を飲食し、其際同家の女中石引某に封し、自分の意に從へと挑み
しに、同人が之れを拒絶しアころを憤慨し、之れが復讐を爲さんとして、同座敷押
入にありし嬬欝一枚並に女物前掛一枚を取出し、午後十一時頃、女中が下座敷に降
り7ころ隙に乗じ、火鉢の中より直纏一寸位の炭火を取りて之に包み、其儘押入に入
置き代金を支携はす密に退出しテこ、其爲め火は忽ち嬬欝並に前掛の大孚を焼謎し、
衙押入底板に燃移り、途に長さ入寸幅四寸五分を焼き抜きしを、翌午前零時頃家人
が登見して潰止めゐ．といふのであろ。絡つて被管人の訊問に入ろ（刑訴一三四條
以下）、穰告人は豫審に於けろ陳述を否認して、自分は藤の家の女中の拗めに俵つて
登檎しアころこと、詐欺の意思なきこと、叉嬬欝並に前掛けに炭火を入れて押入に投
入しテこ覧えは無く、多分酒を拭音し際、火の附いテこのを知らすに押入に入置いテこも
のであらうと述べて裁興長を手古摺らせ敦。次いで誰擦調に入り（刑訴三四〇條、三
四七條、陪審七一條乃至七五條等）、讃入として、藤の家の女將早川某は自分が祓告
人の登縷を拒絶しマころ旨並ぴに破告人の友人前田某ぶり差出しテころ歎願書に調印
し、其際代金二圓の支沸ひを受けアころことを、同家の女中石引某は、被告人が可な
りに酩酊しプころこと並に最勧に放火を登見しテころ事情を、叉小林某は被告人に登檎
を勧め7ころ旨を述べ、更に被告入の友人前田某は、被皆人が李素善艮¢）人問’なろこ
と、酒には非常に弱きことを謹言しプこ。禽裁鋼長は被告人の豫審訊闘調書、検誰調
書等を朗讃して被告人の辮明を求めアこ。
　これで謹濠調が濟んだので、次は検事及び黎護人の犯罪構成に關すろ事實上並に
法津上の問題に付いての陳述に移ろ（陪審七六條）。
　楡事は第一に住居浸入に付いて論じ、本罪の成立するが爲めには故なく他人の
住居に侵入すろを要す、故なくとは住居支配櫻者の許諾なくしての意であろ。さて
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本件を考察すろに、誰人早川某は被皆入の登櫨を拒絶しアごろ旨を誰言してゐろ、而
して蕗詮言は充分信すろに足ろのであろ、何んとなれば、被皆人の如き風態悪き者
が拒縄されろのは営然と思はろ＼℃｝らであろ。叉女中は管理権者7ころ早川某の雇人
に過ぎぬ、從つて假令へ、女中の承諾ありしとすろも、それが管理権者テころ早川某
の意に反し、而ずも被告人が其れを知れろ以上は、刑法第一三〇條に所謂故なく他
人の住居に侵入しテこものであろ、と。第二に放火の黒占に就いて、豫審調書を詮捺と
して、鞍告人は襯欝並に前掛けに包み☆ろ炭火が、塗びには家屋をも燵綴すろに至ろ
やも知れすといふことを豫見しテこものと云はなければならぬ、何んとなれば該炭火
は相當の火力を有すろものであり、且つ此火力に依れば或は家屋をも燵殻すろに至
ろであらうといふことは常識を以ても考得らろ』ヒとであろ、郎ち未必の放意の存：
しテころことば明であろ。而して検護調書に依れば』、該炭火ザら家屋に燃移つて濁立
燃燵iの程度に至つ7こことは明であろ。郎ち被皆，入の行1爲は放火跣途を以て問はろ可
きものであろ、と。第三に詐欺の鮎に就いて必すしも深く之れを追求せす、としテこ。
　次いで辮護人立つて大いに被告人の辮護に努むろ所あ、九其要旨ば次の如くであ
ろo
　第一住居侵入の鮎に就いては、先づ女將早川某の詮言が謹擦として採用すろに足
らざろ旨を種々の方面ぶり論述し、元來飲食店は善通の住家と異り客の來集を目的
とせろものであろザら、飲食店に於いて客の登建に醤すろ女零の承諾は、主人の明示
的拒絶に反せざろ限りは，主人の承諾と同一であろ、從って暖昧なろ女將早川某の断
り方は登橦の寺巨絶と見ろことを得す、と論じて其犯罪不成立を主張し。第二に放火
の黒占に就いては、公鋼に於けろ被告人の陳述を基礎として、極力放火の意思なきこ
とを辮明し其過失罪アころことを主張し7こ、第三に詐欺に就いて、謹人前田某の澄言を
引用し、且當時被告人が支沸び得ろだけの金銭を所有せし等ぶりして、其犯意の存
在を否定し。f苛ほ被告人が多量の酒を飲みしこと並びに被告人が錨宅すろまでの行
動等よりして・當時被告人は心瀞喪失の状況にありしものであろとの辮論があつ7こ。
　これで槍事及び辮護人の辮論が纏つテこので、いよいよ陪審公釧に於いて最も重要
にして至難とせらろ㌧、裁鋼長の説示並に問書及ぴ其れに封すろ答申の手綾に入ろ
（陪審七七條以下）。裁鋼長の設示は全部を揚載しアこいのであろが、紙敷が許さ沿ザ
ら菟には其一端を記すに止めろ。
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「賠審員諸君！！之にて検事及辮護人の辮論は絡つナこのであろが、當職は蛇に諸君
に衡し本破告事件に付き説明しやうと思ふ。第一、住宅侵入の鮎であろが、住宅健
入の罪は刑法第一三〇條に規定してあつて、故なく住居者の意思に反して人の住居
に侵入すろに依りて成立すろ罪であろ。破告人が本件の早川某方に登檎しプころこと
が犯罪となろや否やに付いてば被告人の登櫨が、早川某の意思に反して行はれアこザ
否ザに依ろのであろ、（中略）、女中小林某は、主人の拒絶を知らすして破告人に登櫨
を渤めテこお旨を當法廷に於いて蓮べて居ろのであろが、若し然りとせば残ろ問題は
被告人の意思の問題であろ、若し其事實により破告人に於て主人の意思に反せすと
信じ7こりとせば、被皆入には健居霞入の犯意が無いことになろ。次に、第二放火の
貼であろが、（中竪答）、問題となつて居ろのは被告人早川某方住宅を燵鍛すろ意思があ
っ☆ザ何うザと云ふ黒占であろ。鍾で放火罪の犯意に付て申述べて置くが、放火の意
思には住宅を嬢綴すろの目的は必要では無いので、鞍告人が住宅の焼畷せらろ＼事
を豫見して居つたといふ丈で充分なのであろ、（中略）、而して被告人は當法廷に於て
全然放火の意思を否認してゐろけれ共、被告人の豫審訊問調書によろときは之を肯
定しプころ趣旨の記載あり、之を信すべきものとすれば、少くとも破告入は自己の行
：爲により早川叢方の住宅が焼澱ぜらろ、やも知れすといふ程度て豫見し7こものと見
ろことが出來ろのであろ、（中略）、然し一面より見れば、當時破告人は相當の酒を欽
み酵ふて居り、本件の行：爲は女中石引某が披告の要求を姫絶し☆ろに甥すろ一時の
憤激より爲しナころことなれば、住宅が焼駿ぜらろ㌧といふ鮎まで、豫想して居つテこザ
何う℃’ぱ充分考慮せねばならぬ。而して暇りに放火の意思あリテころものとせば．次
に楽ろ問題は・本件の放火ば跣途の程度に達し7ころザどうザであろ。放火が何時離途
になろザの法律：上の問題に就てば叙上蓮ベナこ焼椴の槻念に從つて決せねばならぬ問
題であつて、之には検誰調書の記載が重要なろ護擦となろものであろ、（中略）、若し
叉放火の意思なしとゼば稜告の行爲ぱ早川某方の住宅を損壊しアころものとして刑法
二六〇條の建造物駿棄罪を認むべきや否やの問題が生すろのであつて陪審員諸君は
之等の黙に就ても評議決定すろの必要があろ。次に第三詐欺の鮎に就いてであろが、
詐欺罪は刑法二四六條に規定すろ罪であつて、本件公訴事實に付ては被皆人が早川
業方にて代金二圓に相當すろ飲食を爲し、其代金を支沸ばざりしことば争びなきと
ころであつて、問題は被告人に代金支沸の意思無きに拘はらす、恰も之れあるが如く
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装ふて同人を欺き、右の飲食物を騙取しテころものなりや否やの鮎であろ。（後略）
裁判長の設示が終つてザら、問書の朗讃あり、之れに封し辮護人ザら追加の申出
があつ7こ。（陪審八十條）次が問書の全文であろ。
　　　　　　　闊　　書：（陪審七九條）
主闘　第一、被吉人ば昭和二年一月廿三日午後九時頃束京市廊布匠新廣尾町三丁目
一五九番地欽食店藤之家事早川えい方住居に同人の拒紹せしにも拘はらす侵入し
†こるものなりや○
主闘　第二、被告人は同日午後十一時頃同上早川えい方佳宅に放火し之を燵鍛し☆
ろものなりや。
繍闘　第一、（主問第二を否定しテころとき）若し然らすとせば、被管人は放火しテこ
　るも家人の登見に俵り、塗に當該家屋を焼澱すろに至らざりしものなりや。
繍闘　第二、（主問第二、補問第一を共に否定しアころとき）若し叉然らすとせば破
　告人は當該住宅を損壌しテころものなりや。
繍謝　第罠、（圭問第二、補問第一、第二を凡て否定し7ころとき）更に叉然ら少と
　せば破皆人は誤つて炭火を二階押入に入れ込み之れが爲め當該住宅に燃え移り
　之れを僥綴ぜしめ☆るものなりやo
主閣　第三、被告人ば同日同上早川えい方に於いて、代金支沸の意思無きに拘はら
す、之れあろが如く装ひて金二圓に相當すろ飲食物を提供ぜしめ之れを飲食し☆
ろものなりや。
別問　被告人は主問第二叉は補問第一、第二、第三並に主問第三記載の行爲を爲す
に鴬り心紳喪失の状況に在リテこりや。
以上の問書に封すろ陪審員の答申は補問第一郎ち放火未途のみを肯定し他は全部
否定しテこのであろ。（陪審八一條乃至九三條）
　これで陪審員は其の職貴を終へ皆退延すろ（陪審九四條）。次ぎに槍事及辮護人の
適用すべき法令及刑に付て意見の陳述あり（陪審第九六條）、更に破皆人の最後の陳
述があつて（陪審九六燦）一時閉廷の後次ぎに鋼決の言渡があつテこ。
鋼決は住居倭入及ぴ詐欺を無罪とし、放火未途に就いては、未途及び情駅酌量に
ぶつて減刑し、懲役二年に虞し三年間其執行を猶豫すと云ふ言渡であつテこ。
以上、を以て當Bの公判手績は鰺決し、縫いでi新保講師の講評がありた。i其大要：は
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次の如くであろ。我が陪審法の運用に於て最も重要にして且困難なろものが、裁鋼
長の訊示であろことはク論であるが、裁剴長は其説示に於て事件の内容、殊に問題
をなろ難占に付いては巖も詳細に且明瞭に之を訊明せればならぬ、然し謹擁の信否及
罪責の有無に關しては意見の表示を禁ぜられてあろものであつて、之に付ては暗示
をす引與へてはならぬのであろ。本臼戴鋼長の訊示は幾分此域を侵してゐ大様に思
はれろ。然し先づ以て裁鋼長の態度は上出楽であつテこ。次に検事に就いて、検事は熱
心の鯨りであつ7こ℃穐知れぬが、其態度は陪審公列に於いては少しく進み過ぎてゐ
7こ、陪審公剣に於けろ槍事の態度ばもう少し稔であろあろべ昏では無ザらうザ。次
にi辮護人も可なり頁くやられテこが、強いて言へば、詮人なり被皆人なりの蓮供を無
理に被皆人の利盆の方に引付け檬とすろ逡憾は菟れなザつ7こやうであろ。叉陪審員
が放火未途に付いて有罪の答申を：爲しれのは相當であろ、若し感情にザられて斯、
ろ放火を無罪とせば、國家の秩序は到底維持されぬであらう、更に鋼決も又適當の
ものであろ。本件の破告人は初犯者であり、午素性質温釈、素行善冥の者であろ。
これに洞の執行猶豫をしテこのは刑事政策上より見ても正當であろ。云々。
最後に寺尾法學部長の挨拶があつて盛大に且つ静粛に今秋の訴訟演習を絡了し五
猫ほ當日の役員は次の如し。裁劃長．柏原武夫（專法三）。鋼事、關谷松市（專法・
三）。大野憲亮（婁法三）。検事、由本龍男（大法三）・曾川靖一（大法三）。書記・中村
志頁（專法三）。巡査、森山範秀（大法一）。廷丁、田中菊雄（專法一）。被告、黒部縫
之助（大法三）。謹人、松村雄二（大法三）。西田勝吾（大法二）。吉田一雄（專法二）。
本問榮太鄭（專法二）。鼎護士、名倉友次鄭（大濾三）。佐々山亘（大法三）。北見仲意
（專法三）。及川隆亮（專法三）。和田長三鄭（大法二）。木村賢藏（專法二）。陪審官、
小野馨（大法三）。宮田税（大法三）。牧龍太鄭（大法三）。高橋廣太鄭（專法三）。篠端・
武治（專法三）。小島牛七（專法三）。岡田實五鄭（大法二）。大橋一郎（大法二）。田李
行次（專法二）。紳部俊鄭（專法二）。吾妻源二鄭（大法一）。志村丑五鄭（專法一）。
　　　　　　　　　　　　　法學部助手江家義　男
◎懸賞討論會記事
討論題
額面超過株式叢行ヲ爲サントスル會肚ノ株式申込誰二其引受贋格
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　　ヲ記載セズシテ株式ノ申込ヲ爲シタル者アリ。會肚ハ額面超過慮募
　　者少ナカリシ爲メ其者二株式ヲ割當テ額面ニテ引受ケシメタリ。然
　　ルニ其者ハ曾肚ノ設立登記後其株式引受ノ無敷ヲ主張シタリ。其主
　　張ハ正営ナリヤ。
　寺尾、大濱爾教授の出題に係ろ前記の問題に就き、昭和二年十二月三日午後一時
大學二千’二番数室に於て、本年度法學部、專門部、並に早霜田專門學校法律部聯合
の討論會が開催せられ☆。先づ寺尾数授起つて、開會の欝を蓮べ且討論者多敷の：爲
め討論時間は一人に就琶、十分問に制限すろ外なき旨を宣ぜられ・別績いて討論に
入り二十五人の者が甲論乙駁論戦すろに至つテこ。因みに無敷設（株主の主張は正當
とする訊）僅℃》に五名にすぎなザっテこので、無数誠一人に有数誠（株主の主張を正
嘗ならすとすろ設）三、四人の割合に討論の順序が按擁せられ☆。
　無鼓読の論擦は多岐に亘ろものであつ7こが、これを要約すれば次の三黙に錨着す
ろo
　（1）　株式申込は、商法勝定の（商法第百二十1六燦）要件を具備しテころ申込護を以
てこれを爲すべく、要件欠猷の申込護を以て爲しテころ申込は無数であろ。而して額
面超過獲行の場合に於て株式申込人が其引受債額を申込謹に記載ぜざろ可ザらざろ
ことは、同條第三項の明定すろ所であろザら、本問題に於けろ引受債額を言戴せす’
して爲しテころ申込は、要件欠鉄の申込として當然無敷のものでなければならぬ。
無i数の申込に會肚が害唖當を：爲しナこればとて、株式の引受が有敷に』なろ可・きi理由は軸な
い。後に述ぶろ如く一部の有数論者は、帳令要件欠鉄の7こめ株式の申込が無敷とな
ろも、これに封し獲起人が株式の割當をなし株式申込人も第一同の株金の携込を爲
し、且創立総會を経、更に會冠設立の登記を了したろに於ては最早申込の無敷を主
張すろことを得すと爲すものがあろけれ共、何等直接法丈上¢）根援のあろものでは
ない。筒商法第百四十二條を類推して創立登記後は、申込の無数を主張すろことば
出來ないと言ふものもあろけれ共、同條ば明ら℃ーに詐欺強迫を理由とする株式申込
の取清に關すろものであつて、同條を以て本問題の場合に於けろ要件欠鋏の爲め、
無敷となれろ株式申込i澄に臨まんとすろは見當違びの議論だと言はねばならぬ。
　（2）　會社が額面超過の株式を曇行せんとすろ場合には、必すや定款にこれを記
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載せねばならぬことは、商法第百二十二條に＆つて明らザである。從つて本問題の
會祉の定款にも其記載があつ7こものと看ねばならぬ。而して獲起人が株式の割當を
なすにぱこの定款の規定に準擦せねばならぬことは議論の鯨地なく、從つて定款に
反して額面にてなしすころ曇起人の割當は無敷と言はねばならぬ。
　（3）株式申込人が申込誰に其引受額を記載せざりしこと、郎ち申込謹の要件を
脱漏しテころことは、意思表示の要素の錆誤に該當し、從つて民法第九十五條により
其申込は無敷と言はねじじヲよらきつ。
　これに甥すろ徽設の論旨は、次の如きものでめつ☆。
　（1）株式申込が商法所定の方式に從はざろ可ザらざろことは前揚第百二十六條
の解羅上議論の蝕地はない。だが同上所定の要件には縄封的の記載事墳と然らざろ
ものとがある。而して爾者の匠別は、法律が、何故に株式申込を要式のものとし☆
ザの立法目的に照らして、これを到定すべきものであろ。此前提ザらして重要なろ
要件の欠歓は、申込誰の無数を楽すも、輕微なろ欠欲は必すしも申込誰の無敷を來
すものではないとなし、或ば前記要件中曇起人の記載すべき事項は（商法第百二十
メく條第二項）絶封的要件なろも、申込人の記載すべき事項ば（同條第一項、第三項）
は必すしも然らすと言ふものもあつブこ。併し其いづれの見解に工ろも、引受慣額の
記載は絶封的要件でばない。從つてこれを記載ぜざりし株式申込謹は、當然に無敷
と言ふことは出來ない。
　（2）曇起人が定款の規定に從はねばならぬことは勿論だが、額面以上と言ふこ
とは額面をも含むの主旨であって、慮募者の少ない場合に於て獲起人は額面にても
引受けしむろの自由あろものと解ぜねばならぬ。假りに百歩を譲つて額面にて引受
けしむろことが定款の違背となろも、元束定款の敷力ば内部關係に止まり、第三者
ブこる株式申込人を拘束すべきものではない。
　（3）叉假令要件の欠鉄ヌ，は定款蓮反の故を以て本問題の株式申込は割當が無敷
なりとするも、巳に第一同株金の沸込、創立総會の絡結及び設立登記¢）完了あり糞
ろ後に於て其無敷を主張せしむろことは、會冠の妥定を脅すものと言はなければな
らぬ。商法が詐欺叉は強迫によりてなされテこる株式の申込と雛も、設立登記後に於
ては、これを取潰すことを得すと：爲しテころこと及ぴ會冠成立要件を具備ぜざる會赴
と錐も、巳に會冠が事業に着手しアころ後に於ては、訴へを以てすろに弄ざれば、其
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無数を主張すろことを得すとしテころ法意（商法第二百三十四條）等よりこれを推ぜ
ば、本問題の如き場合に於ても、設立登記後に於ては其無数の主張を容さサろ趣旨
であろと解せればならぬ。爾この黒占に就き猫逸商法第一入九條を参考に引用し☆も
のもあり、叉は團罐の安固のアこめに個人の利盆が犠牲に供ぜられろことあろば止む
を得すとなし、團膿法理の特i殊なろ所以を高調ずろものもあつ7こ。
　（4）　要件の脱漏が民法第九十五條に所謂要素の錯誤に該當すろも、表意者帥ち
其株式申込人に於て重大過失あろものと言ふべく、從つて同上但書に俵つて、無敷
を主張すろごとが出來ない。
　なほその外に法律行：爲薄換の理論を適用し、或は申込人が引受優額を記載せざり
しは．引受憤額の決定を曇超人に委ぬろの意思なりしものと看ろべしとなし、以て
有数訊の根篠と’なさんと試みテこものもあつテこ。
　午後六時牛、以上の討論が絡ろや寺尾、大濱爾敢授は成績審査のテこめ別室に退き。
其間中村萬吉、中村宗雄爾教授起つて感想を述べられ、殊に中村萬吉教授は民法學
者の立場ザら講評を試みられ、錯誤論の全然的はづれであろことを指摘せられなほ
事情攣更の原則、大量行爲に關すろ法理叉は英國i法に於けろ禁反言（なstope1）の法理
等を本問題に脹用し得可きことを示唆せらろ』ところがあつテこ。
　最後に寺尾数授より、其出題の趣旨を蓮べ旦論鮎を指摘ぜられ更に、討論者の議
論の詳細に亘ろ講評があつテこ。なほ從來の通設ば要件欠敏の株式申込誰にぶろ申込
は、無数のものとして怪まなザつカ所であろが、近時學者間にこれを疑問とすろも
の出で、殊に松本博士及野津學士が其意見を登表すろに至り・學界の懸賞どなろに
到れろ顛末及この問題に封すろ諸學説の大要並に外國立法例を親明せられテこ。而し
てこれら學設の蹄すろところが大艦に於て前記有数設の根擦として列撃し☆所と柑
一致すろものであることを指摘し、この黙は偶々討論着が敢科書に止まらす、其他
の資料に亘つて熱心に研究し☆ろ謹左なりとなし満足の意を表ぜらろ㌧駈があつ
テこ。尤も、松本博士の意見を其の儘に承認し得ろや否やに就ては寺尾数授自虜ば多大
の疑問を有し、株式申込詮の記載事項の中、少なくとも申込人の署名・引i受株数、
申込を：爲さんとすろ會澁名の記載の欠鉄は設立登記に因り補完し得ざろものではな
いぜ。如何なろ事項の欠訣でも総て補完力があろといふことは承認し難いといふこ
であつ7こ。ナよほ引綾き成績評定の結果次の五名が入賞なりと獲表ぜられ、それぞれ
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賞品の授與ありて、七時二十分討論會を閉づろに至っテこ。
一等、柏原　武夫（專法三年）
二等、i稻川　龍雄（大法三年）
三等、山本　龍男（大法三年）
四等、西田　勝吾（大法二年）
二等、沓澤武三鄭（專法三年）
三等、渡邊　恵三（裏法三年）
　　　タク四等、志手毛次（大法三年）
　法學部助手金澤理康
⑨法理學會月次醗究會報告
昭和二年十一月二十七日（日曜日）午後一時ヨリ、法理學會第四十一同目ノ月次研
究會六圖書館内特殊研究室二於テ開ク。研究課目ハ『安政五年ノ五箇國條約二就
テ』｝題シ、遊佐敏授ヨリ串題セラレタモノデアか。會ノ経過チ概報ス7レコト次ノ
如シ。
開會頭初、：先ヅ會長遊佐教授ヨリ問題二包含セラレ在かベキ総テノ論貼ノ摘示チ
各會員其弛ノ列席者諸氏二求メラレ、其結果大要下記ノ如キモノチ得タ。（1）條約
締結ノ當事者如何、同條約前丈二所謂大君トハ何ソヤ（會員齋藤君）。（2）同條約ハ
自由意思二依ツテ締結セラレシモノナリヤ否ヤ、自由意思二依ラザか條約ノ敷力如
何（校友岩佐氏）。（3）領事裁鋼権ノ條項及最悪國條欺ノ我國二於ケか意義及得失等
（校友稻村邦鄭氏）。（4）同條約及同附録ハ國内的實罐法ノ規定チ包含スァレモノ多シ
條約二依か國内的實罐法ノ制定ハ有敷ナリヤ（大濱敏授》。第三及第四ノ論貼二就キ
少蒔簡軍ナ砂周答ノ膳酬アリ、次デ第一及第ニノ論鮎二關ジ薦島氏ハ國際法上ヨリ・
筆者ハ主トシテ第一ノ論黒占二關シ國法學上ヨリ、稽詳細ノ訊明チ試ミタ。
1福島講貢箪ノN條約ノ有敷ナノレ爲メノ1要：件約四項冒チ暴ゲラレ、其等二壁翼シ’テ同條約
ノ國際法上有敷ナ膨コトチ論断セラレタ。郎チ第一、常事者ガ條約締結能力アかコ
｝、此貼二就キ先ヅ條約締結ノ主艦タかニハ必ズシモ國家タルコ下チ要セズ、筍篭
一箇ノ統制實カア，7レ團艦タラバ國家以下ノモノタリトモ可ナリトシテ、之ガ實例チ
示サレ、次二同燦約前1丈二勝謂大君トハ當時諸外國ノ等ジグ日本國統沿櫻者ナη『ト
認メシ將軍徳川家定ノ禧號ニシテ、國際法上適法ナァン日本國代表者タリシコトチ訊
明セラレ、敷例ノ史實チ塞ゲテ其論擦トス｝レ勝チ示サソタ。第二、肩的ノ正當ナ膨
質ト、第三、締結者相互ノ同意ア・レコト、之等二就テハ何等論議スシノ鯨地ナシト
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γテ説明チ省力か。唯當蒔日本國封諸外國ノ關係不欝等ニシデ同條約ガ、諸外國ノ
強追二基キテ締結セラレタヌレモノニ非ザ7レヤトノ岩佐馬ノ疑間二醤シテハ、次ノ如
〃答＾ラか・所ガアツタ。郎チ多少ノ強這ハ今日ノ國際間ノ條約締結ノ場合二要免
ンザル勝二γテ、條約ノ成否有敷無数二殆ド關係ナシ。然ラズトス’レモ國家ハ究局
ノ揚合ニハ戦チ賭ツテモ相手國ノ要請チ拒否ス7レノ自由アァレチ以テ、其限度二於テ
ハ猫意思ノ自由アリ、本五箇國條約ノ場合亦然リト。最後二適法ナか鋤准ノ交換ア
シコト、此跳二於テモ同條約ハ、當時條約締結椹者タリシ將軍ノ手二依ツテ鋤准交
一換セラレタかモノナレバ、之チ有敷ト認ム膨二些ノ嬉ゲナジト論断ヤラレタ◎種々
ノ貼二付會員諸氏ノ質問アリ、各々慮答セラ7ン・所アッテ維7レ。
稽村邦鄭氏ヨリハ如上薩島氏ノ所説二大髄賛意チ表セラレ、二三ノ補充的説明ガ
アツタ。例ヘバ條約締結ノ主膿タァレニハ唯實カチ有スか團髄タヌレコトチ以テ足ソリ
トス可カラズ、：其統制カガー箇ノ正當ナァレ政府タかコトチ必要トスト蓮ベラレタか
ガ如キ・之デアァレ。
最後二筆者ハ、國法學上ヨリ當時二於ケヲレ條約締結櫨ノ駈在チ尋ネ、之二關スか
學説及先例等チ比較的克明二蒐聚シテ、相成・ン可雄藩納的學法チ以テ、其ソガ幕府
二存在γタリシ事實チ立讃シ得タト思フ。傍テ同條約ハ國法上ノ襯察ヨリスかモ各
々一個ノ膚敷ナか條約タツコトテ略明ニシ得タト信ズル。詳細ノ黙ハ略ス。
會チ纏か二際シ中村（宗雄）激授ヨリ本研究問題ノ取叛方等二就キ有盆ナか感想談
アリ、遊佐数授ヨリハ閉會ノ挨拶トγテ、當aノ研究課目提出ノ動機、之ガ取扱ノ
方法論等二就キ種々興味温力ニシテ膚盆ナル談アリ、記念撮影ノ後、散會。因二同
日ノ出席者下ノ如シ。遊佐慶夫、中村宗雄．大濱信泉、騙島久記、稽村邦鄭、中村
彌三次、岩佐義徳、和田小次郎、宇田川潤四郎、中村雄吉、田中三鄭、齋藤金作、
尾崎陞、金澤理康、佐藤基藏、古屋詳二、石堂文二、穐川龍雄、須藤壽、井澤俊、
足立鳳等ノ諸氏。（硫究報皆旛當者中村彌三次一文責在筆者）
